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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信側ユーザ機器が、送信側から送信された制御情報を、ローカルに格納されている各
リソースプール配置情報を用いてブラインド検出方法で検出することと、
　受信側ユーザ機器が、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報を、検出した前
記制御情報に基づいて確定することと、
　受信側ユーザ機器が、前記送信側のデータ情報を、確定した前記リソースプール配置情
報及び前記制御情報に基づいて受信することと
　を含み、
　ローカルに格納されているリソースプール配置情報は、由来により区分され、予め配置
されたリソースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及びユ
ーザ機器がネットワークのカバー範囲内またはカバー範囲外にある場合、他のユーザ機器
から転送されるものであって基地局から指示されたリソースプール配置情報のうちのいず
れか１つ又は複数を含み、
　受信側ユーザ機器が、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報を、検出した前
記制御情報に基づいて確定することは、
　前記制御情報の指定ビットに付帯するＩＤ情報を取得し、前記ＩＤ情報に対応するリソ
ースプール配置情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定し、
　又は、
　前記制御情報の伝送に用いられる復調用基準信号シーケンスに付帯するＩＤ情報を取得
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し、前記ＩＤ情報に対応するリソースプール配置情報を、前記送信側で用いられるリソー
スプール配置情報として確定し、
　又は、
　前記制御情報の伝送リソースの位置を取得し、所定の伝送リソースの位置とリソースプ
ール配置情報の対応関係に基づいて、前記伝送リソースの位置に対応するリソースプール
配置情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定することを含む
ことを特徴とするＤ２Ｄ通信におけるデータ受信方法。
【請求項２】
　前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波数ホッ
ピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス長指示情報を含むことを特徴と
する請求項１に記載のＤ２Ｄ通信におけるデータ受信方法。
【請求項３】
　前記リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報とデータ情
報用のデータリソースプール配置情報からなり、
　前記周波数ホッピング指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における制御情報
伝送用の周波数ホッピング指示情報と、前記データリソースプール配置情報におけるデー
タ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報を含み、
　前記時間周波数リソース指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における制御情
報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記データリソースプール配置情報における
データ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報を含み、
　前記サイクリックプレフィックス長指示情報は、前記制御リソースプール配置情報にお
ける制御情報伝送用のサイクリックプレフィックス長指示情報と、前記データリソースプ
ール配置情報におけるデータ情報伝送用のサイクリックプレフィックス長指示情報を含む
ことを特徴とする請求項２に記載のＤ２Ｄ通信におけるデータ受信方法。
【請求項４】
　送信側ユーザ機器が、少なくとも１つのリソースプール配置情報から１つのリソースプ
ール配置情報を確定することと、
　送信側ユーザ機器が、確定した前記リソースプール配置情報に基づいて制御情報を生成
することと、
　送信側ユーザ機器が、確定した前記リソースプール配置情報に基づいて、前記制御情報
を送信し、前記制御情報の指示に従いデータ情報を送信することと
を含み、
　前記少なくとも１つのリソースプール配置情報は、由来により区分され、予め配置され
たリソースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及びユーザ
機器がネットワークのカバー範囲内またはカバー範囲外にある場合、他のユーザ機器から
転送されるものであって基地局から指示されたリソースプール配置情報のうちのいずれか
１つ又は複数を含み、
　送信側ユーザ機器が、確定した前記リソースプール配置情報に基づいて制御情報を生成
することは、
　確定した前記リソースプール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得し、前記制御情
報の所定ビットに前記ＩＤ情報を付帯し、
　又は、
　確定した前記リソースプール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得し、前記制御情
報の伝送に用いられる復調用基準信号シーケンスに前記ＩＤ情報を付帯することを含むこ
とを特徴とするＤ２Ｄ通信におけるデータ送信方法。
【請求項５】
　送信側ユーザ機器が、少なくとも１つのリソースプール配置情報から１つのリソースプ
ール配置情報を確定することは、
　送信側ユーザ機器がネットワークのカバー範囲外に位置すると、予め配置されたリソー
スプール配置情報を前記リソースプール配置情報として確定し、
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　送信側ユーザ機器がネットワークのカバー範囲内に位置すると、基地局から指示された
リソースプール配置情報を前記リソースプール配置情報として確定し、又は、他のユーザ
機器から転送されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つを前記リソースプール
配置情報として確定することを含むことを特徴とする請求項４に記載のＤ２Ｄ通信におけ
るデータ送信方法。
【請求項６】
　前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波数ホッ
ピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス長指示情報を含むことを特徴と
する請求項４～５のいずれか一項に記載のＤ２Ｄ通信におけるデータ送信方法。
【請求項７】
　送信側から送信された制御情報を、ローカルに格納されている各リソースプール配置情
報を用いてブラインド検出方法で検出するための検出手段と、
　前記送信側で用いられるリソースプール配置情報を、前記検出手段で検出した前記制御
情報に基づいて確定するための確定手段と、
　前記送信側のデータ情報を、前記確定手段で確定した前記リソースプール配置情報及び
前記検出手段で検出した前記制御情報に基づいて受信するための受信手段と
を含み、
　ローカルに格納されているリソースプール配置情報は、由来により区分され、予め配置
されたリソースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及びユ
ーザ機器がネットワークのカバー範囲内またはカバー範囲外にある場合、他のユーザ機器
から転送されるものであって基地局から指示されたリソースプール配置情報のうちのいず
れか１つ又は複数を含み、
　前記確定手段は、
　前記制御情報の指定ビットに付帯するＩＤ情報を取得し、前記ＩＤ情報に対応するリソ
ースプール配置情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定し、
　又は、
　前記制御情報の伝送に用いられる復調用基準信号シーケンスに付帯するＩＤ情報を取得
し、前記ＩＤ情報に対応するリソースプール配置情報を、前記送信側で用いられるリソー
スプール配置情報として確定し、
　又は、
　前記制御情報の伝送リソースの位置を取得し、所定の伝送リソースの位置とリソースプ
ール配置情報の対応関係に基づいて、前記伝送リソースの位置に対応するリソースプール
配置情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定することを特徴
とするＤ２Ｄ通信用のユーザ機器。
【請求項８】
　前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波数ホッ
ピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス長指示情報を含むことを特徴と
する請求項７に記載のＤ２Ｄ通信用のユーザ機器。
【請求項９】
　少なくとも１つのリソースプール配置情報から１つのリソースプール配置情報を確定す
るための確定手段と、
　前記確定手段で確定した前記リソースプール配置情報に基づいて制御情報を生成するた
めの生成手段と、
　前記確定手段で確定した前記リソースプール配置情報に基づいて、前記生成手段で生成
した前記制御情報を送信し、前記制御情報の指示に従いデータ情報を送信するための送信
手段と
　を含み、
　前記少なくとも１つのリソースプール配置情報は、由来により区分され、予め配置され
たリソースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及びユーザ
機器がネットワークのカバー範囲内またはカバー範囲外にある場合、他のユーザ機器から
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転送されるものであって基地局から指示されたリソースプール配置情報のうちのいずれか
１つ又は複数を含み、
　前記生成手段は、
　確定した前記リソースプール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得し、前記制御情
報の所定ビットに前記ＩＤ情報を付帯し、
　又は、
　確定した前記リソースプール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得し、前記制御情
報の伝送に用いられる復調用基準信号シーケンスに前記ＩＤ情報を付帯することを特徴と
するＤ２Ｄ通信用のユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術分野に関し、特にＤ２Ｄ（Ｄｅｖｉｃｅ　ｔｏ　Ｄｅｖｉｃｅ）通
信におけるデータ受信方法、送信方法及び機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本願は、２０１４年８月７日に中国特許庁に提出された中国特許出願２０１４１０３８
６９９４．５の優先権を主張し、その全ての内容が援用により本願に取り込まれる。
　図１には、伝統的なセルラー通信技術における両端末同士のデータ通信のフローが示さ
れる。２つの端末は、それぞれ駐留する基地局（普通基地局又は進化基地局）及びコアネ
ットワークを介して、音声やデータなどのインタラクションが行われる。
【０００３】
　Ｄ２Ｄ通信、即ち端末の直接通信技術とは、図２に示すように、近隣端末（ＵＥ）が近
距離範囲内で直接接続リンクによりデータ伝送を行うことができる方式であり、中心ノー
ド（例えば基地局）による転送を必要としない。Ｄ２Ｄ通信は以下の利点を有する。端末
の近距離での直接通信方式により、データレートが高くなり、遅延が少なくなり、電力消
費が低くなる。また、ネットワークに広く分布する通信端末及びＤ２Ｄ通信リンクの短距
離の特徴を利用し、スペクトルリソースの有効利用が図れる。また、Ｄ２Ｄの直接通信方
式は、例えば無線Ｐ２Ｐなどのローカルデータ共有リクエストに適応することができ、柔
軟な適応力を有するデータサービスを提供することができる。また、Ｄ２Ｄ直接通信は、
膨大な数でネットワークに広く分布する通信端末を利用し、ネットワークのカバー範囲を
拡大させることができる。
【０００４】
　Ｄ２Ｄの応用シナリオは、主に図３ａ、図３ｂ、図３ｃ、図３ｄにそれぞれ示される４
種類あり、各シナリオの組み合わせが可能である。Ｄ２Ｄ通信におけるＵＥ１とＵＥ２は
、網内に位置してもよく、網外に位置してもよく、相互に送信側と受信側とすることがで
きる。図３ａに示すシナリオでは、ＵＥ１とＵＥ２の両方は、網外に位置する。図３ｂに
示すシナリオでは、ＵＥ１は、網内に位置するが、ＵＥ２は、網外に位置する。図３ｃに
示すシナリオでは、ＵＥ１とＵＥ２は、同一基地局のカバー範囲内に位置する。図３ｄに
示すシナリオでは、ＵＥ１とＵＥ２は、異なる基地局のカバー範囲内に位置する。
【０００５】
　Ｄ２Ｄ通信において、ユーザ同士の一対一通信方式の他に、典型的な応用シナリオとし
て、Ｄ２Ｄのグループ又は放送通信を含み、当該シナリオが公共安全応用のうちの消防、
救急、テロ対策などに用いられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来技術において、ネットワークのカバー範囲内のＵＥは、ネットワークに配置された
リソースプール配置情報に従いデータの送受信を行うが、ネットワークのカバー範囲外の
ＵＥは、予め定義されたリソースプール配置情報に従いデータの送受信を行う。ＵＥの一
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部がネットワークのカバー範囲内に位置するシナリオやＵＥが異なるセルのカバー範囲内
に位置するシナリオのＤ２Ｄ通信において、ＵＥにとって、相手側ＵＥのリソースプール
配置情報が未知である状況での相手側ＵＥからのデータ受信は、いまだに解決手段が見つ
からない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施例は、Ｄ２Ｄ通信におけるデータ受信方法、送信方法及び機器を提供し、
相手側ＵＥのリソースプール配置情報が未確定である状況で、ＵＥがどのように相手側Ｕ
Ｅからデータを受信するかに対し解決手段を提供する。
【０００８】
　本発明の実施例は、具体的に以下の技術案を提供する。
【０００９】
　本発明の実施例は、第一方面として、Ｄ２Ｄ通信におけるデータ受信方法を提供する。
当該方法において、送信側から送信された制御情報を、ローカルに格納されている各リソ
ースプール配置情報を用いて検出することと、前記送信側で用いられるリソースプール配
置情報を、検出した前記制御情報に基づいて確定することと、前記送信側のデータ情報を
、確定した前記リソースプール配置情報及び前記制御情報に基づいて受信することとを含
む。
【００１０】
　また、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報を、検出した前記制御情報に基
づいて確定することは、前記制御情報の指定ビットに付帯するＩＤ情報を取得し、前記Ｉ
Ｄ情報に対応するリソースプール配置情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配
置情報として確定し、又は、前記制御情報の伝送に用いられる復調用基準信号（ＤＭＲＳ
）シーケンスに付帯するＩＤ情報を取得し、前記ＩＤ情報に対応するリソースプール配置
情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定し、又は、前記制御
情報の伝送リソースの位置を取得し、所定の伝送リソースの位置とリソースプール配置情
報の対応関係に基づいて、前記伝送リソースの位置に対応するリソースプール配置情報を
、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定することを含むことが好ま
しい。
【００１１】
　前記リソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲内のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）から由来すると、前記ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、一方、前記リソ
ースプール配置情報がネットワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、前記ＩＤ情報
は、所定の値であることが好ましい。
【００１２】
　ローカルに格納されているリソースプール配置情報は、由来により区分され、予め配置
されたリソースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及び他
のＵＥから指示されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数を含むこと
が好ましい。
【００１３】
　前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波数ホッ
ピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指示情報を含むこと
が好ましい。
【００１４】
　前記リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報とデータ情
報用のデータリソースプール配置情報からなり、前記周波数ホッピング指示情報は、前記
制御リソースプール配置情報における制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報と、前
記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報
を含み、前記時間周波数リソース指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における
制御情報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記データリソースプール配置情報に
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おけるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報を含み、前記ＣＰ長指示情報は、
前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送用のＣＰ長指示情報と、前記デー
タリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用のＣＰ長指示情報を含むことが好ま
しい。
【００１５】
　本発明の実施例は、第２方面として、Ｄ２Ｄ通信におけるデータ送信方法を提供する。
当該方法において、少なくとも１つのリソースプール配置情報から１つのリソースプール
配置情報を確定することと、確定した前記リソースプール配置情報に基づいて制御情報を
生成することと、確定した前記リソースプール配置情報に基づいて、前記制御情報を送信
し、前記制御情報の指示に従いデータ情報を送信することとを含む。
【００１６】
　前記少なくとも１つのリソースプール配置情報は、由来により区分され、予め配置され
たリソースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及び他のＵ
Ｅから指示されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数を含むことが好
ましい。
【００１７】
　少なくとも１つのリソースプール配置情報から１つのリソースプール配置情報を確定す
ることは、ユーザ機器（ＵＥ）がネットワークのカバー範囲外に位置すると、予め配置さ
れたリソースプール配置情報を前記リソースプール配置情報として確定するが、ユーザ機
器（ＵＥ）がネットワークのカバー範囲内に位置すると、基地局から指示されたリソース
プール配置情報を前記リソースプール配置情報として確定し、又は、他のＵＥから転送さ
れたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つを前記リソースプール配置情報として
確定することを含むことが好ましい。
【００１８】
　確定した前記リソースプール配置情報に基づいて制御情報を生成することは、確定した
前記リソースプール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得し、前記制御情報の所定ビ
ットに前記ＩＤ情報を付帯し、又は、確定した前記リソースプール配置情報に対応する所
定のＩＤ情報を取得し、前記制御情報の伝送に用いられる復調用基準信号（ＤＭＲＳ）シ
ーケンスに前記ＩＤ情報を付帯することを含むことが好ましい。
【００１９】
　前記リソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲内のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）から由来すると、前記ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、一方、前記リソ
ースプール配置情報がネットワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、前記ＩＤ情報
は、所定の値であることが好ましい。
【００２０】
　前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波数ホッ
ピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指示情報を含むこと
が好ましい。
【００２１】
　前記リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報とデータ情
報用のデータリソースプール配置情報からなり、前記周波数ホッピング指示情報は、前記
制御リソースプール配置情報における制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報と、前
記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報
を含み、前記時間周波数リソース指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における
制御情報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記データリソースプール配置情報に
おけるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報を含み、前記ＣＰ長指示情報は、
前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送用のＣＰ長指示情報と、前記デー
タリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用のＣＰ長指示情報を含むことが好ま
しい。
【００２２】
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　本発明の実施例は、第３方面として、Ｄ２Ｄ通信用のユーザ機器（ＵＥ）を提供する。
当該ユーザ機器は、送信側から送信された制御情報を、ローカルに格納されている各リソ
ースプール配置情報を用いて検出するための検出手段と、前記送信側で用いられるリソー
スプール配置情報を、前記検出手段で検出した前記制御情報に基づいて確定するための確
定手段と、前記送信側のデータ情報を、前記確定手段で確定した前記リソースプール配置
情報及び前記検出手段で検出した前記制御情報に基づいて受信するための受信手段とを含
む。
【００２３】
　また、前記確定手段は、具体的に、前記制御情報の指定ビットに付帯するＩＤ情報を取
得し、前記ＩＤ情報に対応するリソースプール配置情報を、前記送信側で用いられるリソ
ースプール配置情報として確定し、又は、前記制御情報の伝送に用いられる復調用基準信
号（ＤＭＲＳ）シーケンスに付帯するＩＤ情報を取得し、前記ＩＤ情報に対応するリソー
スプール配置情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定し、又
は、前記制御情報の伝送リソースの位置を取得し、所定の伝送リソースの位置とリソース
プール配置情報の対応関係に基づいて、前記伝送リソースの位置に対応するリソースプー
ル配置情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定する。
【００２４】
　前記リソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲内のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）から由来すると、前記ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、一方、前記リソ
ースプール配置情報がネットワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、前記ＩＤ情報
は、所定の値であることが好ましい。
【００２５】
　ローカルに格納されているリソースプール配置情報は、由来により区分され、予め配置
されたリソースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及び他
のＵＥから指示されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数を含むこと
が好ましい。
【００２６】
　前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波数ホッ
ピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指示情報を含むこと
が好ましい。
【００２７】
　また、前記リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報とデ
ータ情報用のデータリソースプール配置情報からなり、前記周波数ホッピング指示情報は
、前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報
と、前記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の周波数ホッピング指
示情報を含み、前記時間周波数リソース指示情報は、前記制御リソースプール配置情報に
おける制御情報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記データリソースプール配置
情報におけるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報を含み、前記ＣＰ長指示情
報は、前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送用のＣＰ長指示情報と、前
記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用のＣＰ長指示情報を含むこと
が好ましい。
【００２８】
　本発明の実施例は、第４方面として、Ｄ２Ｄ通信用のユーザ機器（ＵＥ）を提供する。
当該ユーザ機器は、少なくとも１つのリソースプール配置情報から１つのリソースプール
配置情報を確定するための確定手段と、前記確定手段で確定した前記リソースプール配置
情報に基づいて制御情報を生成するための生成手段と、前記確定手段で確定した前記リソ
ースプール配置情報に基づいて、前記生成手段で生成した前記制御情報を送信し、前記制
御情報の指示に従いデータ情報を送信するための送信手段とを含む。
【００２９】
　前記少なくとも１つのリソースプール配置情報は、由来により区分され、予め配置され
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たリソースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及び他のＵ
Ｅから指示されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数を含むことが好
ましい。
【００３０】
　前記確定手段は、具体的に、前記ＵＥがネットワークのカバー範囲外に位置すると、予
め配置されたリソースプール配置情報を前記リソースプール配置情報として確定し、前記
ＵＥがネットワークのカバー範囲内に位置すると、基地局から指示されたリソースプール
配置情報を前記リソースプール配置情報として確定し、又は、他のＵＥから転送されたリ
ソースプール配置情報のうちのいずれか１つを前記リソースプール配置情報として確定す
ることが好ましい。
【００３１】
　前記生成手段は、具体的に、確定した前記リソースプール配置情報に対応する所定のＩ
Ｄ情報を取得し、前記制御情報の所定ビットに前記ＩＤ情報を付帯し、又は、確定した前
記リソースプール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得し、前記制御情報の伝送に用
いられる復調用基準信号（ＤＭＲＳ）シーケンスに前記ＩＤ情報を付帯することが好まし
い。
【００３２】
　前記リソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲内のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）から由来すると、前記ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、一方、前記リソ
ースプール配置情報がネットワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、前記ＩＤ情報
は、所定の値であることが好ましい。
【００３３】
　前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波数ホッ
ピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指示情報を含むこと
が好ましい。
【００３４】
　前記リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報とデータ情
報用のデータリソースプール配置情報からなり、前記周波数ホッピング指示情報は、前記
制御リソースプール配置情報における制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報と、前
記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報
を含み、前記時間周波数リソース指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における
制御情報伝送の時間周波数リソース指示情報と、前記データリソースプール配置情報にお
けるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報を含み、前記ＣＰ長指示情報は、前
記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送用のＣＰ長指示情報と、前記データ
リソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用のＣＰ長指示情報を含むことが好まし
い。
【００３５】
　本発明の実施例は、第５方面として、Ｄ２Ｄ通信用のユーザ機器（ＵＥ）を提供する。
当該ユーザ機器は、プロセッサと、バスインタフェースを介して前記プロセッサに接続し
、前記プロセッサの作業実行に使用されるプログラムとデータを格納するためのメモリと
を含み、プロセッサが前記メモリに格納されているプログラムとデータを呼び出して実行
するときに、送信側から送信された制御情報を、ローカルに格納されている各リソースプ
ール配置情報を用いて検出するための検出手段と、前記送信側で用いられるリソースプー
ル配置情報を、前記検出手段で検出した前記制御情報に基づいて確定するための確定手段
と、前記送信側のデータ情報を、前記確定手段で確定した前記リソースプール配置情報及
び前記検出手段で検出した前記制御情報に基づいて受信するための受信手段を実現する。
【００３６】
　本発明の実施例は、第６方面として、Ｄ２Ｄ通信用のユーザ機器（ＵＥ）を提供する。
当該ユーザ機器は、プロセッサと、バスインタフェースを介して前記プロセッサに接続し
、前記プロセッサの作業実行に使用されるプログラムとデータを格納するためのメモリと



(9) JP 6522109 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

を含み、プロセッサが前記メモリに格納されているプログラムとデータを呼び出して実行
するときに、少なくとも１つのリソースプール配置情報から１つのリソースプール配置情
報を確定するための確定手段と、前記確定手段で確定した前記リソースプール配置情報に
基づいて制御情報を生成するための生成手段と、前記確定手段で確定した前記リソースプ
ール配置情報に基づいて、前記生成手段で生成した前記制御情報を送信し、前記制御情報
の指示に従いデータ情報を送信するための送信手段とを実現する。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明の実施例は、以上の技術手段に基づいて、受信側では、送信側から送信された制
御情報を、ローカルに格納されている各リソースプール配置情報を用いて検出し、送信側
で用いられるリソースプール配置情報を、検出した制御情報に基づいて確定することによ
り、確定した当該リソースプール配置情報及び制御情報に基づいて、送信側のデータ情報
を受信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】従来のセルラー通信の模式図である。
【図２】従来のＤ２Ｄ通信の模式図である。
【図３ａ】従来のＤ２Ｄ通信の応用シナリオの模式図である。
【図３ｂ】従来のＤ２Ｄ通信の別応用シナリオの模式図である。
【図３ｃ】従来のＤ２Ｄ通信の別応用シナリオの模式図である。
【図３ｄ】従来のＤ２Ｄ通信の別応用シナリオの模式図である。
【図４】本発明の実施例におけるデータ受信過程の模式図である。
【図５】本発明の実施例におけるデータ送信過程の模式図である。
【図６】本発明の実施例におけるＵＥの一部がネットワークのカバー範囲内にある応用シ
ナリオの模式図である。
【図７】本発明の実施例におけるＵＥが異なるセルのカバー範囲内にある応用シナリオの
模式図である。
【図８】本発明の実施例におけるＵＥの構造模式図である。
【図９】本発明の実施例における別ＵＥの構造模式図である。
【図１０】本発明の実施例における別ＵＥの構造模式図である。
【図１１】本発明の実施例における別ＵＥの構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　本発明の目的、技術手段及び利点をより明確にするために、以下、図面を参照して本発
明を更に詳細に記載する。実施例は、本発明の実施例の一部であり、全てではない。当業
者により本発明の実施例に基づいて創造性的作業をせずに取り得る全ての他の実施例は、
本発明の保護範囲に属する。
【００４０】
　図４に示すように、本発明の実施例において、Ｄ２Ｄ通信で受信側ＵＥによるデータ受
信方法の詳細フローは、以下である。
【００４１】
　ステップ４０１において、受信側ＵＥは、送信側から送信された制御情報を、ローカル
に格納されている各リソースプール配置情報を用いて検出する。
【００４２】
　本発明の実施例において、受信側ＵＥは、リソースプール配置情報に配置された制御情
報送信に使用可能なリソースに基づいて、ブラインド検出方法で制御情報を検出する。当
該過程は、物理下り制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）のブラインド検出に類似する。
【００４３】
　１つの具体的な実施形態において、リソースプール配置情報に配置された全てのリソー
スで制御情報のブラインド検出をする。別の具体的な実施形態において、リソースプール
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配置情報に配置された一部のリソースで、予め定義されたルールに従い制御情報を検出す
る。
【００４４】
　また、ＵＥは、ローカルに格納されているリソースプール配置情報を、設定した時間周
期で更新し、あるリソースプール配置情報を、設定した時間周期内に受信しなかった場合
、ローカルに格納されているリソースプール配置情報リストから当該リソースプール配置
情報を削除することが好ましい。
【００４５】
　また、受信側ＵＥのローカルに格納されているリソースプール配置情報は、由来別で、
予め配置されたリソースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報
、及び他のＵＥから指示されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数で
あることが好ましい。
【００４６】
　具体的に、異なる基地局に指示されるリソースプール配置情報は、異なるものである。
【００４７】
　ここで、他のＵＥに指示されたリソースプール配置情報は、１つ又は複数である。
【００４８】
　具体的に、ＵＥがネットワークのカバー範囲外に位置すると、当該ＵＥには、予めリソ
ースプール配置情報が配置されている。ＵＥが基地局のカバー範囲内に位置すると、当該
ＵＥは、基地局から指示されたリソースプール配置情報を受信し、又は、他のＵＥから中
継して転送されるものであって基地局から指示されたリソースプール配置情報を受信する
。ＵＥがネットワークのカバー範囲内に位置するか否かに関わらず、当該ＵＥは、他のＵ
Ｅから転送される１つ又は複数のリソースプール配置情報を受信することができる。他の
ＵＥから転送されるリソースプール配置情報は、帰属する基地局に指示されるリソースプ
ール配置情報であってもよい。
【００４９】
　リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波数ホッピン
グ指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指示情報を含むことが好
ましい。しかし、それらに限定されない。
【００５０】
　リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報とデータ情報用
のデータリソースプール配置情報からなることが好ましい。
【００５１】
　ここで、制御情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式と、データ情報伝送に用いら
れる周波数ホッピング方式とが異なると、周波数ホッピング指示情報は、制御情報伝送用
の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報を含む。
制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は、制御リソースプール配置情報に位置し、
データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は、データリソースプール配置情報に位置
する。制御情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式と、データ情報伝送に用いられる
周波数ホッピング方式とが同一であると、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報と
、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報を単独で指示する必要がない。
【００５２】
　同じ理由により、制御情報伝送に用いられる時間周波数リソースと、データ情報伝送に
用いられる時間周波数リソースとが異なると、時間周波数リソース指示情報は、前記制御
リソースプール配置情報における制御情報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記
データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報
を含む。制御情報伝送に用いられるＣＰ長と、データ情報伝送に用いられるＣＰ長とが異
なると、前記ＣＰ長指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送
用のＣＰ長指示情報と、前記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の
ＣＰ長指示情報を含む。



(11) JP 6522109 B2 2019.5.29

10

20

30

40

50

【００５３】
　ここで、時間周波数リソース指示情報は、Ｄ２Ｄ伝送サブフレームの指示情報及び／又
は周波数リソース位置の指示情報を含むが、それらに限定されない。
【００５４】
　ステップ４０２において、受信側ＵＥは、送信側で用いられるリソースプール配置情報
を、検出した制御情報に基づいて確定する。
【００５５】
　ＵＥが、検出した制御情報に基づいて、送信側で用いられるリソースプール配置情報を
確定するには、以下に列挙する複数の方式があることが好ましい。しかし、それらに限定
されない。
【００５６】
　方式１
　検出した制御情報の指定ビットに付帯するＩＤ情報を取得し、当該ＩＤ情報に対応する
リソースプール配置情報を、送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定する
。
【００５７】
　方式２
　検出した制御情報の伝送に用いられる復調用基準信号（ＤＭＲＳ）シーケンスに付帯す
るＩＤ情報を取得し、当該ＩＤ情報に対応するリソースプール配置情報を、送信側で用い
られるリソースプール配置情報として確定する。
【００５８】
　方式３
　検出した制御情報の伝送リソースの位置を取得し、所定の伝送リソースの位置とリソー
スプール配置情報の対応関係に基づいて、当該伝送リソースの位置に対応するリソースプ
ール配置情報を、送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定する。
【００５９】
　具体的に、方式３では、検出した制御情報の再伝送モードを取得し、所定の再伝送モー
ドとリソースプール配置情報の対応関係に基づいて、当該再伝送モードに対応するリソー
スプール配置情報を、送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定してもよい
。
【００６０】
　また、方式１、２では、リソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲
内のＵＥから由来すると、ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、リソースプール
配置情報がネットワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、ＩＤ情報は、所定の値で
あることが好ましい。
【００６１】
　ここで、セルＩＤに関連するＩＤは、セルＩＤそのままであってもよく、セルＩＤから
所定ルールで算出したＩＤ情報であってもよい。
【００６２】
　ステップ４０３において、受信側ＵＥは、当該送信側のデータ情報を、確定したリソー
スプール配置情報及び検出した制御情報に基づいて受信する。
【００６３】
　受信側ＵＥは、確定したリソースプール配置情報に基づいて、送信側のデータ情報が占
用するリソースを確定し、当該確定したリソースで、制御情報の指示に従い送信側のデー
タ情報を受信する。
【００６４】
　当該実施例において、受信側ＵＥは、送信側から送信された制御情報を、ローカルに格
納されている各リソースプール配置情報を用いて検出し、送信側で用いられるリソースプ
ール配置情報を、検出した制御情報に基づいて確定することにより、確定したリソースプ
ール配置情報及び検出した制御情報に基づいて、送信側のデータ情報を受信することがで
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きる。
【００６５】
　同一の発明思想に基づいて、図５に示すように、本発明の一実施例のＤ２Ｄ通信で送信
側ＵＥによるデータ送信方法の詳細フローは、以下である。
【００６６】
　ステップ５０１において、ＵＥは、少なくとも１つのリソースプール配置情報から１つ
のリソースプール配置情報を確定する。
【００６７】
　少なくとも１つのリソースプール配置情報は、由来別で、予め配置されたリソースプー
ル配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及び他のＵＥから指示され
たリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数を含むことが好ましい。
【００６８】
　ＵＥがネットワークのカバー範囲外に位置すると、予め配置されたリソースプール配置
情報を前記リソースプール配置情報として確定し、ＵＥがネットワークのカバー範囲内に
位置すると、基地局から指示されたリソースプール配置情報をリソースプール配置情報と
して確定し、又は他のＵＥから転送されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ
をリソースプール配置情報として確定することが好ましい。
【００６９】
　具体的に、異なる基地局から指示されるリソースプール配置情報は、異なるものである
。対応して、異なる基地局のカバー範囲にあるＵＥから中継され、当該ＵＥをカバーする
基地局に配置されるリソースプール配置情報が異なる。
【００７０】
　また、いずれか１つのリソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び
／又は周波数ホッピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指
示情報を含むことが好ましい。しかし、それらに限定されない。
【００７１】
　リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報と、データ情報
用のデータリソースプール配置情報からなり、制御情報伝送に用いられる周波数ホッピン
グ方式と、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが異なると、周波数ホッ
ピング指示情報は、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送用の
周波数ホッピング指示情報を含み、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は、制御
リソースプール配置情報に位置し、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は、デ
ータリソースプール配置情報に位置し、制御情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式
と、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが同一であると、制御情報伝送
用の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報を単独
で指示する必要がないことが好ましい。
【００７２】
　同じ理由により、制御情報伝送に用いられる時間周波数リソースと、データ情報伝送に
用いられる時間周波数リソースとが異なると、時間周波数リソース指示情報は、前記制御
リソースプール配置情報における制御情報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記
データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報
を含む。制御情報伝送に用いられるＣＰ長と、データ情報伝送に用いられるＣＰ長とが異
なると、前記ＣＰ長指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送
用のＣＰ長指示情報と、前記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の
ＣＰ長指示情報を含む。
【００７３】
　ここで、時間周波数リソース指示情報は、Ｄ２Ｄ伝送サブフレームの指示情報及び／又
は周波数リソース位置の指示情報を含むが、それらに限定されない。
【００７４】
　ステップ５０２において、ＵＥは、確定したリソースプール配置情報に基づいて制御情
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報を生成する。
【００７５】
　ＵＥは、確定したリソースプール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得し、制御情
報の所定ビットに当該ＩＤ情報を付帯し、又は、確定したリソースプール配置情報に対応
する所定のＩＤ情報を取得し、制御情報の伝送に用いられる復調用基準信号（ＤＭＲＳ）
シーケンスに当該ＩＤ情報を付帯することが好ましい。
【００７６】
　ここで、確定したリソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲内のＵ
Ｅから由来すると、ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、一方、確定したリソー
スプール配置情報がネットワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、ＩＤ情報は、所
定の値である。
【００７７】
　ここで、セルＩＤに関連するＩＤは、セルＩＤそのままであってもよく、セルＩＤから
所定ルールで算出したＩＤ情報であってもよい。
【００７８】
　ステップ５０３において、ＵＥは、確定したリソースプール配置情報に基づいて、制御
情報を送信し、当該制御情報の指示に従いデータ情報を送信する。
【００７９】
　また、ＵＥは、確定したリソースプール配置情報に配置された伝送リソースの位置に基
づいて制御情報を送信することにより、受信側ＵＥは、制御情報の伝送リソースの位置に
基づいて当該制御情報の根拠となるリソースプール配置情報を陰的に確定することができ
ることが好ましい。
【００８０】
　具体的に、ＵＥは、確定したリソースプール配置情報に配置された再伝送モードに基づ
いて制御情報を送信することにより、受信側ＵＥは、制御情報の再伝送モードに基づいて
当該制御情報の根拠となるリソースプール配置情報を陰的に確定することができる。
【００８１】
　ここで、ＵＥは、確定したリソースプール配置情報に配置されたデータ情報が占用する
リソースで、制御情報の指示に従いデータ情報を送信する。
【００８２】
　当該実施例において、ＵＥは、リソースプール配置情報を確定し、確定したリソースプ
ール配置情報に基づいて制御情報を生成し、確定したリソースプール配置情報に基づいて
制御情報を送信し、そして、確定したリソースプール配置情報と制御情報の指示に基づい
てデータ情報を送信することにより、受信側ＵＥは、制御情報に基づいてリソースプール
配置情報を確定し、更に確定したリソースプール配置情報に基づいてデータ情報を受信す
ることができる。
【００８３】
　以下、具体的な三つの実施例により、本発明のＤ２Ｄ通信におけるデータ送信とデータ
受信の過程を詳細に記載する。
【００８４】
　第一の実施例において、図６には、一部のＵＥがネットワークのカバー範囲内にある応
用シナリオを示し、Ｄ２Ｄ伝送用のサブフレームの情報をリソースプール配置情報に配置
したと仮定する。ここで、基地局のカバー範囲内のＵＥ１は、基地局からのリソースプー
ル配置情報を転送する。基地局のカバー範囲内のＵＥ２は、基地局からのリソースプール
配置情報に従い制御情報とデータ情報を送信する。基地局のカバー範囲外のＵＥ３は、予
め配置されたリソースプール配置情報に従い制御情報とデータ情報を送信する。基地局の
カバー範囲外のＵＥ４は、基地局に配置されたリソースプール配置情報と予め配置された
リソースプール配置情報に従い制御情報を検出し、ＵＥ２から送信された制御情報を検出
すると、検出した当該制御情報に指示されたリソースプール配置情報（基地局に配置され
たリソースプール配置情報）に基づいて、ＵＥ２から送信されたデータ情報を受信する。
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しかも、基地局のカバー範囲外のＵＥ４は、基地局に配置されたリソースプール配置情報
と予め配置されたリソースプール配置情報に従い制御情報を検出し、ＵＥ３から送信され
た制御情報を検出すると、検出した当該制御情報に指示されたリソースプール配置情報（
予め配置されたリソースプール配置情報）に基づいて、ＵＥ３から送信されたデータ情報
を受信する。
【００８５】
　第二の実施例において、図６には、一部のＵＥがネットワークのカバー範囲内にある応
用シナリオを示し、基地局のカバー範囲内のＵＥの周波数ホッピング方式は、リソース配
置情報で配置され、基地局のカバー範囲外のＵＥの周波数ホッピング方式は、リソース配
置情報で予め定義される。基地局のカバー範囲内のＵＥは、物理上り制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ）の周波数ホッピング方式を採用するように配置してもよく、物理上り共有チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ）の周波数ホッピング方式を採用するように配置してもよい。ここで、Ｐ
ＵＳＣＨの周波数ホッピング方式は、更にサブバンドのサイズを配置する必要がある。
　具体的に、基地局のカバー範囲内のＵＥ１は、基地局の周波数ホッピング配置情報を転
送する。基地局のカバー範囲内のＵＥ２は、基地局の周波数ホッピング配置情報に従い制
御情報とデータ情報を送信する。基地局のカバー範囲外のＵＥ３は、予め配置された周波
数ホッピング配置情報に従い制御情報とデータ情報を送信する。基地局のカバー範囲外の
ＵＥ４は、基地局の周波数ホッピング配置情報と予め配置された周波数ホッピング配置情
報の両方に従い制御情報を検出し、ＵＥ２の制御情報を検出すると、ＵＥ２の制御情報に
指示された周波数ホッピング配置情報（基地局の周波数ホッピング配置情報）に基づいて
、ＵＥ２から送信されたデータ情報を受信する。しかも、基地局のカバー範囲外のＵＥ４
は、基地局の周波数ホッピング配置情報と予め配置された周波数ホッピング配置情報の両
方に従い制御情報を検出し、ＵＥ３の制御情報を検出すると、ＵＥ３の制御情報に指示さ
れた周波数ホッピング配置情報（予め配置された周波数ホッピング配置情報）に基づいて
、ＵＥ３から送信されたデータ情報を受信する。
【００８６】
　第三の実施例において、図７には、ＵＥが異なるセルのカバー範囲内にある応用シナリ
オを示す。ここで、基地局ｅＮＢ１のカバー範囲内のＵＥ１は、ｅＮＢ１のリソースプー
ル配置情報１を転送する。基地局ｅＮＢ１のカバー範囲内のＵＥ２は、ｅＮＢ１のリソー
スプール配置情報１に従い制御情報とデータ情報を送信する。基地局ｅＮＢ２のカバー範
囲内のＵＥ３は、ｅＮＢ２のリソースプール配置情報２に従い制御情報とデータ情報を送
信する。基地局ｅＮＢ２のカバー範囲内のＵＥ４は、ＵＥ１により中継されたリソースプ
ール配置情報１及びｅＮＢ２から送信されたリソースプール配置情報２を取得する。ここ
で、制御情報とデータ情報の受信過程は、以下である。ＵＥ４は、リソースプール配置情
報１とリソースプール配置情報２に従い制御情報を検出し、ＵＥ２から送信された制御情
報を検出すると、当該制御情報に指示されたリソースプール配置情報１に基づいて、ＵＥ
２から送信されたデータ情報を受信する。また、ＵＥ４は、リソースプール配置情報１と
リソースプール配置情報２に従い制御情報を検出し、ＵＥ３から送信された制御情報を検
出すると、当該制御情報に指示されたリソースプール配置情報２に基づいて、ＵＥ３から
送信されたデータ情報を受信する。
【００８７】
　同一の発明思想に基づいて、本発明の実施例は、Ｄ２Ｄ通信用のＵＥを提供する。当該
ＵＥの具体的な実施について、受信側ＵＥに関する上記記載が参照され、重複の記載をし
ない。図８に示すように、当該ＵＥは、主に、送信側から送信された制御情報を、ローカ
ルに格納されている各リソースプール配置情報を用いて検出するための検出手段８０１と
、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報を、前記検出手段で検出した前記制御
情報に基づいて確定するための確定手段８０２と、前記送信側のデータ情報を、前記確定
手段で確定した前記リソースプール配置情報及び前記検出手段で検出した前記制御情報に
基づいて受信するための受信手段８０３とを含む。
【００８８】
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　確定手段８０２は、具体的に、前記制御情報の指定ビットに付帯するＩＤ情報を取得し
、前記ＩＤ情報に対応するリソースプール配置情報を、前記送信側で用いられるリソース
プール配置情報として確定し、又は、前記制御情報の伝送に用いられる復調用基準信号（
ＤＭＲＳ）シーケンスに付帯するＩＤ情報を取得し、前記ＩＤ情報に対応するリソースプ
ール配置情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定することが
好ましい。
【００８９】
　リソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲内のＵＥから由来すると
、ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、一方、リソースプール配置情報がネット
ワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、ＩＤ情報は、所定の値であることが好まし
い。
【００９０】
　ここで、セルＩＤに関連するＩＤは、セルＩＤそのままであってもよく、セルＩＤから
所定ルールで算出したＩＤ情報であってもよい。
【００９１】
　ローカルに格納されているリソースプール配置情報は、由来別で、予め配置されたリソ
ースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及び他のＵＥから
指示されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数を含むことが好ましい
。しかし、それらに限定されない。
【００９２】
　ここで、前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周
波数ホッピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指示情報を
含むが、それらに限定されない。
【００９３】
　また、リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報と、デー
タ情報用のデータリソースプール配置情報からなり、制御情報伝送に用いられる周波数ホ
ッピング方式と、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが異なると、周波
数ホッピング指示情報は、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝
送用の周波数ホッピング指示情報を含み、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は
、制御リソースプール配置情報に位置し、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報
は、データリソースプール配置情報に位置し、制御情報伝送に用いられる周波数ホッピン
グ方式と、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが同一であると、制御情
報伝送用の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報
を単独で指示する必要がないことが好ましい。
【００９４】
　同じ理由により、制御情報伝送に用いられる時間周波数リソースと、データ情報伝送に
用いられる時間周波数リソースとが異なると、時間周波数リソース指示情報は、前記制御
リソースプール配置情報における制御情報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記
データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報
を含む。制御情報伝送に用いられるＣＰ長と、データ情報伝送に用いられるＣＰ長とが異
なると、前記ＣＰ長指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送
用のＣＰ長指示情報と、前記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の
ＣＰ長指示情報を含む。
【００９５】
　同一の発明思想に基づいて、本発明の実施例は、他のＵＥを提供する。当該ＵＥの具体
的な実施について、受信側ＵＥに関する上記記載が参照され、重複の記載をしない。図９
に示すように、当該ＵＥは、主に、送信側から送信された制御情報を、ローカルに格納さ
れている各リソースプール配置情報を用いて検出し、前記送信側で用いられるリソースプ
ール配置情報を、検出した前記制御情報に基づいて確定するためのプロセッサ９０１と、
前記送信側のデータ情報を、前記プロセッサ９０１で確定した前記リソースプール配置情
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報及び前記制御情報に基づいて受信するための受信機９０２とを含む。
【００９６】
　また、プロセッサ９０１は、具体的に、前記制御情報の指定ビットに付帯するＩＤ情報
を取得し、前記ＩＤ情報に対応するリソースプール配置情報を、前記送信側で用いられる
リソースプール配置情報として確定し、又は、前記制御情報の伝送に用いられる復調用基
準信号（ＤＭＲＳ）シーケンスに付帯するＩＤ情報を取得し、前記ＩＤ情報に対応するリ
ソースプール配置情報を、前記送信側で用いられるリソースプール配置情報として確定す
ることが好ましい。
【００９７】
　リソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲内のＵＥから由来すると
、ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、一方、リソースプール配置情報がネット
ワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、ＩＤ情報は、所定の値であることが好まし
い。
【００９８】
　ここで、セルＩＤに関連するＩＤは、セルＩＤそのままであってもよく、セルＩＤから
所定ルールで算出したＩＤ情報であってもよい。
【００９９】
　ローカルに格納されているリソースプール配置情報は、由来別で、予め配置されたリソ
ースプール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及び他のＵＥから
指示されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数を含むことが好ましい
。
【０１００】
　前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波数ホッ
ピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指示情報を含むこと
が好ましい。
【０１０１】
　前記リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報と、データ
情報用のデータリソースプール配置情報からなり、制御情報伝送に用いられる周波数ホッ
ピング方式と、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが異なると、周波数
ホッピング指示情報は、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送
用の周波数ホッピング指示情報を含み、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は、
制御リソースプール配置情報に位置し、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は
、データリソースプール配置情報に位置し、制御情報伝送に用いられる周波数ホッピング
方式と、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが同一であると、制御情報
伝送用の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報を
単独で指示する必要がないことが好ましい。
【０１０２】
　同じ理由により、制御情報伝送に用いられる時間周波数リソースと、データ情報伝送に
用いられる時間周波数リソースとが異なると、時間周波数リソース指示情報は、前記制御
リソースプール配置情報における制御情報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記
データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報
を含む。制御情報伝送に用いられるＣＰ長と、データ情報伝送に用いられるＣＰ長とが異
なると、前記ＣＰ長指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送
用のＣＰ長指示情報と、前記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の
ＣＰ長指示情報を含む。
【０１０３】
　同一の発明思想に基づいて、本発明の実施例は、Ｄ２Ｄ通信用のＵＥを提供する。当該
ＵＥの具体的な実施について、送信側に関する上記記載が参照され、重複の記載をしない
。図１０に示すように、当該ＵＥは、主に、少なくとも１つのリソースプール配置情報か
ら１つのリソースプール配置情報を確定するための確定手段１００１と、前記確定手段１
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００１で確定した前記リソースプール配置情報に基づいて制御情報を生成するための生成
手段１００２と、前記確定手段１００１で確定した前記リソースプール配置情報に基づい
て、前記生成手段１００２で生成した前記制御情報を送信し、前記制御情報の指示に従い
データ情報を送信するための送信手段１００３とを含む。
【０１０４】
　前記少なくとも１つのリソースプール配置情報は、由来別で、予め配置されたリソース
プール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及び他のＵＥから指示
されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数を含むことが好ましい。
【０１０５】
　前記確定手段１００１は、具体的に、前記ＵＥがネットワークのカバー範囲外に位置す
ると、予め配置されたリソースプール配置情報を前記リソースプール配置情報として確定
するが、前記ＵＥがネットワークのカバー範囲内に位置すると、基地局から指示されたリ
ソースプール配置情報を前記リソースプール配置情報として確定し、又は、他のＵＥから
転送されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つを前記リソースプール配置情報
として確定することが好ましい。
【０１０６】
　前記生成手段１００２は、具体的に、確定した前記リソースプール配置情報に対応する
所定のＩＤ情報を取得し、前記制御情報の所定ビットに前記ＩＤ情報を付帯し、又は、確
定した前記リソースプール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得し、前記制御情報の
伝送に用いられる復調用基準信号（ＤＭＲＳ）シーケンスに前記ＩＤ情報を付帯すること
が好ましい。
【０１０７】
　確定したリソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲内のＵＥから由
来すると、ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、一方、確定したリソースプール
配置情報がネットワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、ＩＤ情報は、所定の値で
あることが好ましい。
【０１０８】
　ここで、セルＩＤに関連するＩＤは、セルＩＤそのままであってもよく、セルＩＤから
所定ルールで算出したＩＤ情報であってもよい。
【０１０９】
　また、前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波
数ホッピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指示情報を含
むことが好ましい。
【０１１０】
　前記リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報と、データ
情報用のデータリソースプール配置情報からなり、制御情報伝送に用いられる周波数ホッ
ピング方式と、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが異なると、周波数
ホッピング指示情報は、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送
用の周波数ホッピング指示情報を含み、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は、
制御リソースプール配置情報に位置し、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は
、データリソースプール配置情報に位置し、制御情報伝送に用いられる周波数ホッピング
方式と、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが同一であると、制御情報
伝送用の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報を
単独で指示する必要がないことが好ましい。
【０１１１】
　同じ理由により、制御情報伝送に用いられる時間周波数リソースと、データ情報伝送に
用いられる時間周波数リソースとが異なると、時間周波数リソース指示情報は、前記制御
リソースプール配置情報における制御情報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記
データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報
を含む。制御情報伝送に用いられるＣＰ長と、データ情報伝送に用いられるＣＰ長とが異
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なると、前記ＣＰ長指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送
用のＣＰ長指示情報と、前記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の
ＣＰ長指示情報を含む。
【０１１２】
　同一の発明思想に基づいて、本発明の実施例は、Ｄ２Ｄ通信用のＵＥを提供する。当該
ＵＥの具体的な実施について、送信側に関する上記記載が参照され、重複の記載をしない
。図１１に示すように、当該ＵＥは、主に、少なくとも１つのリソースプール配置情報か
ら１つのリソースプール配置情報を確定し、確定した前記リソースプール配置情報に基づ
いて制御情報を生成するためのプロセッサ１１０１と、確定した前記リソースプール配置
情報に基づいて、前記制御情報を送信し、前記制御情報の指示に従いデータ情報を送信す
るための送信機１１０２とを含む。
【０１１３】
　前記少なくとも１つのリソースプール配置情報は、由来別で、予め配置されたリソース
プール配置情報、基地局から指示されたリソースプール配置情報、及び他のＵＥから指示
されたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つ又は複数を含むことが好ましい。
【０１１４】
　プロセッサ１１０１は、具体的に、前記ＵＥがネットワークのカバー範囲外に位置する
と、予め配置されたリソースプール配置情報を前記リソースプール配置情報として確定し
、前記ＵＥがネットワークのカバー範囲内に位置すると、基地局から指示されたリソース
プール配置情報を前記リソースプール配置情報として確定し、又は、他のＵＥから転送さ
れたリソースプール配置情報のうちのいずれか１つを前記リソースプール配置情報として
確定することが好ましい。
【０１１５】
　プロセッサは、確定した前記リソースプール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得
し、前記制御情報の所定ビットに前記ＩＤ情報を付帯し、又は、確定した前記リソースプ
ール配置情報に対応する所定のＩＤ情報を取得し、前記制御情報の伝送に用いられる復調
用基準信号（ＤＭＲＳ）シーケンスに前記ＩＤ情報を付帯することが好ましい。
【０１１６】
　確定したリソースプール配置情報がセル又はネットワークのカバー範囲内のＵＥから由
来すると、ＩＤ情報は、セルＩＤに関連するＩＤであり、一方、確定したリソースプール
配置情報がネットワークのカバー範囲外のＵＥから由来すると、ＩＤ情報は、所定の値で
あることが好ましい。
【０１１７】
　ここで、セルＩＤに関連するＩＤは、セルＩＤそのままであってもよく、セルＩＤから
所定ルールで算出したＩＤ情報であってもよい。
【０１１８】
　また、前記リソースプール配置情報は、時間周波数リソース指示情報、及び／又は周波
数ホッピング指示情報、及び／又はサイクリックプレフィックス（ＣＰ）長指示情報を含
む。
【０１１９】
　リソースプール配置情報は、制御情報用の制御リソースプール配置情報とデータ情報用
のデータリソースプール配置情報からなり、制御情報伝送に用いられる周波数ホッピング
方式と、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが異なると、周波数ホッピ
ング指示情報は、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送用の周
波数ホッピング指示情報を含み、制御情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は、制御リ
ソースプール配置情報に位置し、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報は、デー
タリソースプール配置情報に位置し、制御情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式と
、データ情報伝送に用いられる周波数ホッピング方式とが同一であると、制御情報伝送用
の周波数ホッピング指示情報と、データ情報伝送用の周波数ホッピング指示情報を単独で
指示する必要がないことが好ましい。
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　同じ理由により、制御情報伝送に用いられる時間周波数リソースと、データ情報伝送に
用いられる時間周波数リソースとが異なると、時間周波数リソース指示情報は、前記制御
リソースプール配置情報における制御情報伝送用の時間周波数リソース指示情報と、前記
データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の時間周波数リソース指示情報
を含む。制御情報伝送に用いられるＣＰ長と、データ情報伝送に用いられるＣＰ長とが異
なると、前記ＣＰ長指示情報は、前記制御リソースプール配置情報における制御情報伝送
用のＣＰ長指示情報と、前記データリソースプール配置情報におけるデータ情報伝送用の
ＣＰ長指示情報を含む。
【０１２１】
　本発明の実施例は、方法、システム、又はコンピュータプログラムプロダクトとして提
供され得ると当業者が理解できる。従って、本発明は、完全ハードウェアの実施例、完全
ソフトウェアの実施例、又はソフトウェアとハードウェアを組み合わせた実施例の形態を
取り得る。しかも、本発明は、コンピュータ利用可能なプログラムコードを含む１つ又は
複数のコンピュータ利用可能な記憶媒体（磁気ディスクメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、光学メモ
リなどを含むが、それらに限らない）で実施されるコンピュータプログラムプロダクトの
形態を取り得る。
【０１２２】
　本発明は、本発明の実施例による方法、デバイス（システム）及びコンピュータプログ
ラムプロダクトのフロー図及び／又はブロック図を参照して記載されている。フロー図及
び／又はブロック図における各フロー及び／又はブロック、及びフロー図及び／又はブロ
ック図におけるフロー及び／又はブロックの組み合わせは、コンピュータプログラムコマ
ンドにより実現され得ると理解されるべきである。これらのコンピュータプログラムコマ
ンドを一般的なコンピュータ、専用コンピュータ、嵌め込み式処理機又は他のプログラマ
ブルデータ処理デバイスのプロセッサに提供して１つの機器を形成し、コンピュータ又は
他のプログラマブルデータ処理デバイスのプロセッサに実行される指令により、フロー図
の１つ又は複数のフロー及び／又はブロック図の１つ又は複数のブロックで指定される機
能を実現するための装置を形成する。
【０１２３】
　これらのコンピュータプログラムコマンドは、コンピュータ又は他のプログラマブルデ
ータ処理デバイスの特定の方式での動作を導けるコンピュータ読み出し可能メモリに格納
されてもよく、当該コンピュータ読み出し可能メモリに格納されるコマンドにより、コマ
ンド装置を含むプロダクトを形成する。当該コマンド装置は、フロー図の１つ又は複数の
フロー及び／又はブロック図の１つ又は複数のブロックで指定される機能を実現する。
【０１２４】
　これらのコンピュータプログラムコマンドは、コンピュータ又は他のプログラマブルデ
ータ処理デバイスにロードされてもよく、コンピュータ又は他のプログラマブルデータ処
理デバイスで一連の作業工程を実行することにより、コンピュータで実現される処理を形
成し、コンピュータ又は他のプログラマブルデータ処理デバイスで実行されるコマンドに
より、フロー図の１つ又は複数のフロー及び／又はブロック図の１つ又は複数のブロック
で指定される機能を実現するためのステップを提供する。
【０１２５】
　明らかに、当業者は、本発明の精神や範囲を逸脱せずに、本発明に対して様々な変更や
変形をすることができる。このように、本発明のこれらの修正や変形が本発明の請求項及
びその同等の技術範囲に含まれるものであれば、本発明は、これらの変更や変形を含むこ
とを意図とする。
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